
山
崎
校
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
の
教
育
講
演
会
で
、
鹿
児
島
市

の
増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

増
田

彰

則
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
機
器
の
長
時
間
使
用
が
、
子

ど
も
の
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
策

に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
の
長

時
間
使
用
が
、
睡
眠
不

足
だ
け
で
な
く
、
成
績

低
下
に
も
つ
な
が
る
そ

う
で
す
。

長
時
間
使
用
が
子
ど
も
に
与
え
る

影
響
と
し
て
、

１

イ
ラ
イ
ラ
、
攻
撃
性
を
高
め
る
。

・

暴
言
や
暴
力
、
不
安
や
焦
燥

感
。

２

睡
眠
に
与
え
る
影
響

・

寝
付
き
が
悪
い
。
朝
が
だ
る

く
て
起
き
上
が
れ
な
い
。
怖
い

夢
を
見
る
。

３

勉
強
・
成
績
に
与
え
る
影
響

・

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
以
外
の
も

の
に
、
興
味
を
示
さ
な
く
な
る
。

・

睡
眠
不
足
で
、
成
績
が
下
が

る
。
レ
ム
睡
眠(

浅
い
睡
眠)

が

減
る
た
め
に
、
脳
に
記
憶
さ
れ

る
時
間
が
減
る
。
大
脳
辺
縁
系

に
あ
る
、
記
憶
や
学
習
を
司
る

「
海
馬
」
の
発
達
が
悪
く
な
る
。

４

社
会
性
に
与
え
る
影
響

・

思
い
や
る
心
、
他
人
の
痛
み
を

理
解
す
る
心
、
共
感
す
る
心
の
低

下
。

５

脳
に
与
え
る
影
響

・

快
楽
に
関
す
る
部
分
が
非
常
に

大
き
く
な
る
。

・

感
情
処
理
を
司
る
領
域
を
結
ぶ

神
経
繊
維
の
破
損
。

・

衝
動
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
関
連

の
異
常
。

・

恐
怖
や
攻
撃
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
活
動
が
弱
ま
る
。

ま
た
、
長
時
間
や
ら
せ
な
い
理
由
と

し
て
、

１

麻
薬
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
よ
う
に
依

存
性
が
あ
っ
て
、
止
め
ら
れ
な
く
な

り
、
人
生
を
台
無
し
に
す
る
危
険
性

が
あ
る
。

２

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
す
ぐ
に
切

れ
る
よ
う
に
な
る
。

３

注
意
力
や
根
気
が
な
く
な
り
、
ゲ

ー
ム
以
外
の
こ
と
に
関
心
が
な
く
な

る
。

４

熱
中
し
す
ぎ
て
、
不
登
校
に
な
っ

た
り
、
仕
事
に
行
く
こ
と
を
止
め
た

り
す
る
人
が
い
る
。

５

現
実
と
ゲ
ー
ム
の
世
界
と
の
境
目

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
混
乱
し
て
人

を
傷
つ
け
る
人
が
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、

１

二
歳
ま
で
は
さ
せ
な
い
。

２

ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
を
す
る
時
間
は
、

一
時
間
ま
で
。

３

低
学
年
は
二
十
一
時
ま
で
、
高
学

年
は
二
十
二
時
ま
で
に
寝
る
。
小
学

生
の
ベ
ス
ト
な
睡
眠
時
間
は
九
時
間
。

午
後
九
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
睡

眠
が
理
想
。

４

ベ
ッ
ド(

布
団)

で
、
ゲ
ー
ム
や
ス

マ
ホ
を
し
な
い
。
持
ち
込
ま
せ
な
い
。

５

友
達
と
外
遊
び
や
運
動
を
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
時
間
が
と
り

や
す
い
冬
休
み
に
入
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
の
使
用
に
つ
い
て
、

親
子
で
話
し
合
い
、
睡
眠
＆
メ
デ
ィ
ア

日
誌
を
使
っ
て
、
睡
眠
や
ゲ
ー
ム
・
ス

マ
ホ
の
時
間
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

空
き
瓶
回
収
に
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

一
月
十
四
日
（
日
）、
午
前

九
時
か
ら
午
前
十
時
三
十
分
頃
ま
で
に
、

軸
屋
酒
造
へ
、
各
育
成
会
で
回
収
し
た

瓶
を
直
接
搬
入
し
ま
す
。

○

一
升
瓶
の
茶
瓶
・
黒
瓶
を
回
収
。

○

育
成
会
ご
と
の
回
収
と
な
り
ま
す

の
で
、
各
育
成
会
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

○

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は
、
付
け

た
ま
ま
で
よ
ろ
し
い
で
す
。

○

ビ
ー
ル
瓶
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

○

小
学
生
が
い
な
い
集
落
で
、
御
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
山
崎
小
（
五
六

ー
八
四
一
四)

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

校
長

柳
野

竜
生

郷の力芽
学校教育目標 ふるさと山崎の誇りをもち，自ら学び，心豊かでたくましい子を育成する。
校 訓 明るく かしこく たくましく
合 い 言 葉 ふるさと山崎が育む「郷の力芽」たちの健やかな育成

令和５年度山崎小学校 学校便り１２月号
http://www2.satsuma-net.jp/yamasakisho/

さと ちから め



 

 
 

【１月の行事予定】 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

１ 

月 

生活目標 
保健目標 
給食目標 

言葉づかいに気をつけ，礼儀正しくしよう 
心の健康について考えよう 
感謝して食事をしよう 

４日（木） 仕事始め さつま町成人式 
１５日（月） 

給食指導強調週間（～１９日） 
７日（日） 消防出初め式 かごしまをまるごと味わう学校給食（～１９日） 
８日（月） 成人の日 １６日（火） 鹿児島県学習定着度調査（～１７日） 

９日（火） 
始業式 安全点検の日 いじめ問題を考える日 １７日（水） お茶とのふれあい事業（５・６年） 
あいさつこだま運動（～１２日）心の教育の日 ２０日（土） 第 3回英検 

１０日（水） 学期はじめ 5 時間授業（～１２日） ２１日（日） さつま町女性大会 

１３日（土） 
さつまの日（青少年育成の日）土曜授業  ２４日（水） 食に関する授業（５・６年） 
アルミ缶出荷作業 ２６日（金） 授業参観 学級 PTA（全学年 5時間） 

１４日（日） 
さつまの日（家庭の日） ２７日（土） 県 PTA活動研究委嘱公開会（さつま町） 
PTA 空き瓶回収 ３０日（火） 新１年体験入学・入学説明会 

11月 2８日(火)，生活科の学習で１・２年

生が山崎保育園と宮之城聖母幼稚園の子ども

たち，保護者の方々を招待して「秋まつり」を

行いました。１・２年生は，お客さんに楽しん

でもらおうと，松ぼっくりけん玉や魚釣りな

どのおもちゃコーナやたくさんの賞品を準備

していました。自分たちのところに集まって

くる園児を前に，初めは戸惑い気味でしたが，

次第に慣れてきて遊び方を教える姿が見られ

ました。 

 

１２月 1０日(日)，PTA 事業部並びに総務

部の皆さんに，正門前に立派な門松を立てて

いただきました。新年が良い年であることを

願いたいと思います。御協力いただいた皆さ

んありがとうございました。 

 

 

 11月 22日(水)，１～４年生が，阿久根方面へ

一日遠足に行きました。川内駅までバスで出発。

そこからオレンジ鉄道に乗り換え，電車で阿久根

駅まで向かいました。電車から見える海の美しさ

に歓声をあげる子どもたち。また，電車に乗るの

は初めてという子どももいて，良い経験となりま

した。 

阿久根駅に到着後は，まず阿久根漁港を見学し

ました。－２０℃の冷凍庫の中を体験することも

できました。その後は，番所丘公園へ移動。おかし

やお弁当を食べたり，遊具で思いっきり遊んだり

しました。 

天気にも恵まれ，楽しい一日を過ごすことがで

きました。帰りのバスは，みんなぐったり，良い思

い出ができました。 

 

１２月８日（金），５・６年生が北薩広域公園

で，もちつき体験を行いました。つきたてのお餅

はとてもおいしかったようで，何個も食べ，おな

か一杯になった子どもたちでした。 

 


